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　問　市長は世界一危険な浜岡原

発の廃炉と県内の原発建設計画

に反対の態度を

　答　県内の新規立地を認めない

とする知事の見解に賛同する。

浜岡原発に万が一のことがあっ

た場合にも市民に影響がなく安

心して暮らせるよう万全の対策

を中部電力に求めていく。

　問　介護保険から要支援者サー

ビスが後退する介護予防・日常

生活支援総合事業はやめよ

　答　当該事業は介護サービスの

基盤強化のため創設された生活

支援サービス全般を総合的に提

供する事業である。今後国の指

針等を精査し高齢者福祉計画・

介護保険事業計画で検討を行う。

　　　　●議案質疑●

議案第82号　平成23年度津市一

般会計補正予算（第3号）

1　歳出  衛生費  斎場費　新

斎場整備事業

⑴　ＰＦＩにより、サービスの

向上・ライフサイクルの効率

化・適切なリスク移転が出来

るは疑問

⑵　ＰＦＩの場合の建設費、維

持管理・運営費が１割も低い

根拠とコストの比較は割引率

の数値でプラスにもマイナス

にもなる

　　　　●一般質問●

1　市民の命とくらしを守るた

め

⑴　市長は浜岡原発の廃炉と県

内の原発建設計画に反対を

⑵　防災組織体制の強化で災害

に強いまちづくりを

ア　地域防災計画に原発事故・

放射能対策を

イ　東日本大震災の教訓から資

機材と備蓄のさらなる充実・

分散を

ウ　防災センター新設。消防本

部と危機管理部の一体化で24

時間体制確立を

エ　危機管理部の職員を増やし

体制強化を

オ　災害時の職員の食糧備蓄・

仮眠室・シャワーなどの整備

充実を

2　介護保険制度から要支援者

サービスを後退させるな

⑴　要支援者サービス低下にな

る介護予防・日常生活支援総

合事業はやめよ

⑵　介護保険制度とは別に高齢

者福祉サービスの充実を

⑶　低所得者の保険料・利用料

の負担軽減を

⑷　認定者の障がい者控除のた

めの個別通知を

3　精神障がい者医療費と障が

い者医療費助成との格差をな

くせ

4　国民健康保険について

⑴　国民健康保険は助け合いの

制度でなく社会保障制度

⑵　窓口一部負担金の収入基準

見直し、通院も対象に

⑶　申請による70歳から74歳の

負担割合は、市で調査し3割

から1割に変更を

5　東日本大震災の瓦礫の受け

入れは、放射能汚染調査を行

うなど慎重に

6　津駅西の住宅地域内ため池

などの水質改善・管理などの

対策を

7　事務事業改善で市職員の労

働条件改善、公共施設（業務

委託、指定管理）の労働条件

改善を
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問　今年度、学校提案型で取組

んでいる輝きプロジェクトの成

果と次年度に向けた考え方は

答　子どもたちに自ら考え行動

し、意欲的に学ぶ姿が見られ、

地域を大切に思う心も育ってき

ている。次年度は各校の取組み

の共有により、中学校区におけ

る子育ての推進等を図っていく。

　　　　●議案質疑●

議案第82号　平成23年度津市一

般会計補正予算（第3号）

1　歳出　民生費　保育所費　

　保育所施設整備事業について

⑴　新設１か所、増改築１か所

の内容について

⑵　待機児童の状況と、保育所
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